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このツアーについて
この5日間のツアーは、スリランカで最も有名な建築家ジェフリー・バ

ワの業績と影響を辿るもので、島の中央高地、南海岸、そして首都全域

を巡ります。カンディの仏歯寺院から始まり、バワがホテル設計を手が

け、自身の田舎の邸宅も見ることができるベントタとゴールを経由して

から、コロンボの彼の個人邸宅で終わります。

旅行者はバワのキャリアを通じた彼の設計思想の発展を目の当たりにし

ます。何十年にわたって整備されたルヌガンガの実験的庭園から、ベン

トタとアフンガラのリゾートホテル、そしてコロンボで少しずつ建築し

た町家まで。これと並行して、ルートはゴール砦を巡ります。バワの業

績より何世紀も前の、オランダ時代の町です。彼がいかにして島の植民

地建築と土着建築から着想を得たのかという文脈を与えてくれます。

このツアーは空港から空港への個人旅行として実施され、カンディから

南海岸を経由してコロンボに戻ります。建築とデザインに関心がある、

これらの建物と庭園を実際に目で見たい、読むだけではなく体験したい

旅行者向けです。
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日程詳細

1日目 空港 → キャンディ

初日は空港からキャンディへ移動し、島で最も敬われている仏教聖地を訪れます。

仏歯寺（スリダラダー・マーリガーワ）

このユネスコ世界遺産は、仏陀の聖なる歯を納め、守るために16世紀に建てられました。寺院はほぼ

全体が木造で、彫刻の施された柱や梁、垂木、戸口枠が随所に見られ、八角形の柱礎には四葉模様が

あしらわれています。参拝者は赤、クリーム、黒で彩色された回廊を歩き、黄金の仏像や精緻な彫刻

の柱の間を進みます。
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ジェフリー・バワの印象（5日間）
5日間・4泊 ドライバーガイド付きプライベートツアー
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2日目 キャンディ → ベントータ

2日目は南へ向かいベントータへ移動し、ジェフリー・バワ自身の田園庭園と、彼が手がけたホテルのひとつに滞在しま

す。

ルヌガンガ・エステート

ここは、弁護士から建築家に転身したジェフリー・バワの田舎の邸宅でした。1947年に庭園づくりを

始めたことが、そもそも彼を建築の道へ導くきっかけとなりました。彼は1998年に最後の病に倒れる

まで、生涯を通じてこの庭園とその建造物に手を加え続け、実験を重ねました。2003年に彼が亡く

なった後はルヌガンガ財団に遺贈され、現在は一般公開されており、建物はカントリーハウスホテル

として運営されています。

Eco2004 · CC BY-SA 4.0

アバニ・ベントータ・リゾート＆スパ

ジェフリー・バワが手がけたこのデザイナーズホテルは、スリランカのビーチの一角に位置し、わずか75の客室とスイ

ートからインド洋を望むことができます。伝統的なホスピタリティと国際水準の快適さを融合させ、ビーチでのくつろ

ぎと周辺観光の両方の拠点となります。

3日目 ベントータ → ガール → ミリッサ

3日目は海岸沿いにガールへと進み、バワが手がけたホテルの数々と、要塞に囲まれた旧市街を見学します。

ヘリタンス・アフンガッラ・ホテル

ガール近郊の漁村アフンガッラに位置するこの五つ星ビーチホテルは、ジェフリー・バワによって設計されました。開

放的なロビーからは、海へと続くインフィニティプールの眺めが広がり、明るく広々とした設計が自然光を最大限に活

かしています。ホテルの緑豊かな庭園は、日差しからの涼を提供します。

ジェットウィング・ライトハウス

こちらもバワが手がけたホテルのひとつで、この五つ星ホテルは、オランダ統治時代の面影を残す旧市街ガールの郊外

に建っています。彼の作品に特有の優雅さと古き時代の趣を感じさせながら、トロピカルな滞在にふさわしいサービ

ス、食事、施設を提供します。

ガール要塞

かつてポルトガル、その後オランダの拠点であったガール要塞は、アジアでも最も保存状態の良い要

塞のひとつです。見学では、海事博物館、ガール国立博物館、灯台を巡り、今もオランダ時代の名前

を残す石畳の道を歩きます。
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4日目 ミリッサ → コロンボ

4日目はコロンボへ戻り、バワが限られた市街地の敷地でどのように創意を発揮したかを見学します。

33番地、33丁目

この住宅は、建築的なコラージュの実践例です。1958年、バワは短い袋小路に並ぶ4軒の小さなバンガローのうち3軒目

を購入し、リビング、寝室、小さなキッチン、使用人用の部屋を備えたコンパクトな住まいに改築しました。その後、4

軒目のバンガローをダイニングと第二のリビングとして増築し、さらに10年後には残りのバンガローも取得し、最初の

建物を取り壊して4階建ての塔を建てました。

5日目 コロンボ → 空港

最終日はゆったりとした朝を過ごし、チェックアウト後、帰国のフライトに合わせて空港へ移動します。
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含む

Transport in a Private Vehicle, inclusive of, cost

of fuel, parking & highway tolls.

Service of an English-Speaking Chauffer Guide

throughout the tour.

All prevailing taxes and service charges (Except

for Credit Card Charges).

含まない

Hotel Accommodation.

Entry Visa Fees

International / Domestic Airfare.

Any expenses of personal nature.

Entrance fees to the respective sites.
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